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Ⅰ 研究主題 

 

 

 

Ⅱ 研究の目的 

  令和４年度における諸調査の結果から明らか 

になった課題を解決するための授業について、 

国語科の資質・能力をよりよく身に付けること 

を目指した授業づくりから、改善例を示す。 

 

Ⅲ 研究内容と方法 

１ 研究の内容 

(1) 言語活動を通して指導事項を指導する単元 

  構想について 

(2) [知識及び技能]の指導事項と[思考力・判断

力・表現力等]の指導事項の関連指導について 

 

２ 研究の方法  

(1)  理論研究 

・ 言語活動を通して指導事項を指導する単 

   元構想について 

・ [知識及び技能]の指導事項と[思考力・判 

断力・表現力等]の指導事項の関連指導につ 

いて 

 

(2) 実践研究 

・ 令和４年度における諸調査の結果につい 

ての分析 

・  令和４年度における諸調査の結果から明 

らかになった課題に関わる学習の単元構想 

及び指導の手立ての研究協議 

・  協議に基づく授業実践 

・  指導の手引き（授業改善例）の提案 

 

Ⅳ 研究の組織 

 氏 名 所 属 

班 長 猪鼻 裕之 城 南小学校 

副班長 佐々木美香 上 田中学校 

班 員 吉田 寛典 仁 王小学校 

班 員 藤原 誠吉 黒石野中学校 

 

 

 

 

Ⅴ 研究の実際 

１ 言語活動を通して指導事項を指導する単元構 

想について 

  学習指導要領において、国語科の「指導事項」 

は、言語活動（理解と表現の循環）の中で求めら 

れる資質・能力の育成という観点から構成され 

ている。言語活動の中で必要な資質・能力であ 

るからこそ、「言語活動」の中で使いながら身 

に付けていくことが「よりよい獲得（生きて働 

く力）」になると考える。 

子どもの実態を踏まえ、教材の特性を生かし 

 た「言語活動」を設定することで、子どもたちは 

主体的に思考・判断しながら表現し、その中で 

駆使した力の有用性を感じることで、付いた力 

の自覚を深める。この過程が次の学びの主体性 

につながるものと考える。 

 

２  [知識及び技能]の指導事項と[思考力・判断 

力・表現力等]の指導事項の関連指導について 

   [知識及び技能]の資質・能力においても、先 

述した通り、理解と表現の循環の中で駆使しな 

がら獲得していくことが望ましい。しかし、単 

元に位置付けた言語活動は、主に[思考力・判断 

力・表現力等]の資質・能力の獲得の際に有効で 

あることから、[知識及び技能]の指導事項につ 

いては、個別的な指導が行われてきた課題もあ 

る。 

  特に「語彙」の指導については、語句集めや語 

句調べ等の「蓄積」は継続されてきたものの、蓄 

積した語彙を「活用」する学習活動が十分に保 

障されていないため、語彙力の向上につながっ 

ていないことが考えられる。 

今後は、授業者が意図的に獲得した語彙を活 

用する学習活動を位置付け、意識的に指導する 

ことにより、子どもの語彙力を自覚的・効率的 

に伸ばしていく必要があるものと考える。 
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３ 令和４年度における諸調査の結果概要 

(1)  全国標準学力検査（ＮＲТ）の結果 

①  小学校 

  本調査は、４月に４学年で実施した。出題内 

容は３学年の学習内容である。 

【大領域別集計結果】 

       正答率 

領 域 
盛岡市 全 国 全国比 

話すこと・聞くこと 72.1 67.0 108 

書くこと 59.0 52.2 113 

読むこと 66.1 60.5 109 

【問題別集計結果】 

      正答率 

小問内容  
盛岡市 全国 全国比 

情報を選び構成を考えて話す 56.4 50.0 113 

話の中心を意識して聞く 71.3 68.0 105 

話や意見の背景を考え話し合

う 
69.2 61.7 112 

指示語の理解・丁寧な言葉で

話す 
83.5 80.0 104 

情報を選び構成を考えて書く 61.3 53.3 115 

目的に応じて工夫して書く 47.3 40.0 118 

文章を整え感想や意見を伝え

合う 
42.7 37.5 114 

漢字の書き・ローマ字の書き 76.1 70.0 109 

主題や構成を読み取る 52.6 46.7 113 

詳細を読み取って解釈する 55.7 50.0 111 

考えや感想をもって伝え合う 63.2 55.0 115 

漢字の読みと構成・辞書の活

用 
80.9 76.3 106 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  中学校 

  本調査は、４月に２学年で実施した。出題内 

容は１学年の学習内容である。 

【大領域別集計結果】 

       正答率 

領 域 
盛岡市 全 国 全国比 

話すこと・聞くこと 64.4 63.3 102 

書くこと 63.7 62.6 102 

読むこと 52.4 49.6 106 

【問題別集計結果】 

正答率 

小問内容 
盛岡市 全国 全国比 

情報を選び構成を考えて話す 65.2 63.3 103 

目的に応じて話の内容をとら

える 
70.3 66.7 103 

工夫して話し、感想や考えを

もつ 
67.2 63.3 106 

敬語を正しく使い話す 54.5 56.7 96 

情報を選び構成を考えて書く 74.9 72.5 103 

目的に応じて工夫して書く 66.7 65.0 103 

文章を整え感想や意見を伝え

合う 
46.0 46.7 99 

漢字の書き 52.0 52.5 99 

主題や構成を読み取る 57.8 53.3 108 

詳細を読み取って解釈する 64.4 62.5 103 

考えや感想をもって伝え合う 51.1 50.0 102 

古典・漢字の読み・品詞の理

解等 
47.7 44.6 107 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《考察１》 

 小学校では、全 12設問で 3.5～7.3ポイント、全国平均正答率を上回っており、中でも「構成を

考えて話す・書く」「話し合う」「工夫して書く」「感想や意見を伝え合う」等の趣旨の設問で全国平

均正答率を大きく上回っていることから、言語活動を通して指導事項を指導する授業の充実による

成果が表われ、[思考力・判断力・表現力等]の資質・能力の向上が図られたと考えることができる。 

 中学校でも、同趣旨の設問での正答率は全国平均正答率を上回っているが、「感想や意見を伝え

合う」では 0.7ポイント下回り、上回っている他の設問でも全国との差が小さくなっていることか

ら、中学校の授業づくりにおいても意識的な言語活動の位置付けが求められる。 

 併せて、小・中学校とも、[知識及び技能]の資質・能力の獲得に課題がみられることから、理解

と表現の循環の中でよりよく習得できるよう、[思考力・判断力・表現力等]の資質・能力の指導と

関連させた学習の充実が求められる。 
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(2) 全国学力・学習状況調査の結果 

①  小学校 

本調査は、４月に６学年で実施した。出題内 

容は５学年までの学習内容である。 

【大領域別集計結果】 

       正答率 

領 域 
盛岡市 県 全 国 

話すこと・聞くこと 66.9 65.5 66.2 

書くこと 54.5 50.3 48.5 

読むこと 69.3 65.1 66.6 

【問題別集計結果】★記述式解答 

        正答率 

小問内容  
盛岡市 県 全国 

話し言葉と書き言葉の違いを理

解する 
88.0 85.8 85.5 

相手とのつながりをつくる言葉

の働きを捉える 
68.9 68.2 68.8 

必要なことを質問し、話し手が伝

えたいことや自分が聞きたいこ

との中心を捉える 

85.5 84.1 84.7 

★互いの立場や意図を明確にし

ながら計画的に話し合い、自分の

考えをまとめる 

48.4 46.8 47.7 

登場人物の行動や気持ちなどに

ついて、叙述を基に捉える 
70.8 66.7 68.4 

登場人物の相互関係について描

写を基に捉える 
71.5 67.3 70.6 

★人物像や物語の全体像を具体

的に想像する 
72.0 68.8 68.3 

表現の効果を考える 63.0 57.6 59.2 

文章全体の構成や書き表し方な

どに着目して文や文章を整える 
62.0 58.7 59.2 

★文章に対する感想や意見を伝

え合い、自分の文章のよいところ

を見付ける 

46.9 41.9 37.7 

漢字を文中で正しく使う「録画」 

           「反省」 

          「親しむ」 

73.8 

68.9 

76.7 

69.6 

67.8 

73.0 

65.2 

58.7 

67.1 

漢字や仮名の大きさ、配列に注意

して書く 
83.4 81.6 77.9 

 

 

 

 

 

 

 

②  中学校 

本調査、４月に３学年で実施した。出題内 

容は２学年までの学習内容である。 

【大領域別集計結果】 

       正答率 

領 域 
盛岡市 県 全 国 

話すこと・聞くこと 69.2 65.3 63.9 

書くこと 54.8 51.7 46.5 

読むこと 71.7 66.8 67.9 

【問題別集計結果】 ★記述式解答 

        正答率 

小問内容  
盛岡市 県 全国 

聞き手の興味・関心などを考慮し

て、表現を工夫する 
79.5 75.9 74.7 

論理の展開などに注意して聞く 70.0 66.1 65.1 

★自分の考えが分かりやすく伝

わるように表現を工夫して話す 
58.2 53.9 51.8 

助動詞の働きについて理解し、目

的に応じて使う 
85.1 82.3 82.3 

文脈に即して漢字を正しく使う 

「除く」 

          「喜んで」 

 

86.8 

81.6 

 

84.5 

80.5 

 

82.1 

80.5 

★自分の考えが伝わる文章にな

るように、根拠を明確にして書く 
54.8 51.7 46.5 

表現の技法について理解する 61.6 55.5 52.5 

事象や行為、心情を表す語句につ

いて理解する 
88.6 84.9 84.0 

場面の展開や登場人物の心情の

変化などについて、描写を基に捉

える 

64.8 59.7 62.0 

★場面と場面、場面と描写などを

結び付けて、内容を解釈する 
78.7 73.9 73.8 

行書の特徴を理解する 40.3 38.7 39.4 

漢字の行書の読みやすい書き方

について理解する 
91.6 89.2 90.1 

漢字の行書とそれに調和した仮

名の書き方を理解する 
81.7 80.5 81.1 

 

 

 

 

 

 

 

《考察２》 

 本調査結果からも《考察１》同様、一定の成果を読み取ることができるものの、★記述式解答の

設問において、解答を条件に沿って記述することに課題が見られた。３領域を通して、条件に沿っ

て記述する学習活動を意識的に位置付け、指導を継続することが求められる。 

 また、本調査においても、[知識及び技能]の資質・能力に係る解答に課題が見られることから、

習得のための個別的な指導ではなく、話す・書く等の表現活動の中での活用を通して獲得できるよ

う、学習活動の充実を図ることが大切と考える。 
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(3) 質問紙調査の分析 

① 【表１】について 

【表１】は、市学力向上推進事業「児童 

生徒一人一人に資質・能力を育成するこ 

とを目指した授業改善の推進」における 

検証項目「授業において、主体的・対話 

的で深い学びを促す教師の関わり」につ 

いて、質問紙への回答状況と各教科正答 

率との相関を表したものである。 

いずれの教科においても、肯定的回答 

をした児童生徒の正答率が、否定的回答 

をした児童生徒の正答率を一割程度上回 

っている。また、積極肯定で児童生徒回 

答が学校回答を大きく上回り、授業者の 

授業改善に向けた取組が児童生徒の学習 

活動の充実に繋がっている様子が読み取 

れる。 

② 【表２】について 

【表２】は、標準学力検査（ＮＲＴ） 

における、本市の児童生徒の状況を表し 

たものである。 

得点の散らばりを表す「標準偏差」 

（ＳＤ）の全国平均は「10.0」。これより 

数値が大きい場合は、様々な学力の児童 

生徒がいる集団状況、数値が小さい場合 

は、学力のレベルがそろっている集団状 

況と捉えることができる。 

③ 【表３】について 

  【表３】は、評定１～５の標準的な分布 

と指導の指針を示したものである。 

標準的な分布と比べて、どのような学 

 力水準の児童生徒が多いかによって、 

【表３】を参考に集団指導の際の指針を 

立てる必要がある。 

このように、調査結果を活用して教科の 

平均正答率とのクロス分析を行い、学力と 

の間に一定の関係が見られる項目を確認し、 

実態と照らし合わせながら分析することで、 

指導改善の手がかりを得ることができる。 
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４ 課題を解決するための効果的な指導法 

 諸調査結果及び市内小中学校の国語授業の実態

を踏まえ、課題を【表Ａ】の通りまとめる。 

【表Ａ】 

 

 

【表Ｂ】 

 

 

なお【表Ｂ】は、【表Ａ】①～⑮の諸課題を解決

するための指導の提案を一覧にしたものである。 

 

 

 

 

※提案の詳細については、次頁より示す。 

 小中共通課題 具体的な課題 

知識及び技能 

(1)思・判・表との 

関連指導 

(2)継続的な 

指導 

①蓄積した「語彙」の活用意識と活用場面 

②古典教材を通して「指導事項」を指導する意識 

③「読書」と各領域のリンク 

④「情報」の捉え（テキストの中の「情報」の重視） 

思考力 

・ 

判断力 

・ 

表現力 

  等 

話すこと 

・ 

聞くこと 
(1)指導事項の 

分析と確実 

な指導 

 

(2)言語活動を 

通した指導 

⑤「言語活動」の指導と評価  

→指導事項の意識の低さ 

→言語活動を指導し、言語活動を評価する傾向 

⑥音声言語の指導、評価の難しさ 

⑦「考えの形成」の軽視 

⑧「敬語」「場や相手に応じた話し方」の指導 

書くこと 

⑨「条件に合わせて書く」経験不足 →言語活動の偏り 

⑩個人差の克服 

⑪書く(記述)場（経験）の保障 

⑫構成・表現の工夫（効果・意図） 

読むこと 

⑬〔知識及び技能〕（「語彙」「情報」「読書」）との関連指導 

⑭語彙力（量と質）の個人差 

⑮適切な言語活動の設定（主体的な思考・判断・表現を促す 

活動か） 

解決課題 ① ⑬ ⑭ ⑮ ③ ④ ⑤ ⑫ ② ⑨ ⑪ ⑮ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

提  案 

 

 

 

 

 

◆キーワード 

語句の意味理解や使

い方に対する認識が

深まる展開例 

 

 

 

◆語彙の関連指導 

伝えたいことに合う情報

を集め、効果的な構成や表

現を工夫して自分の考え

を発信する言語活動を位

置付けた展開例 

 

◆構成・表現の工夫

（効果・意図）の指導 

詩歌や小説などを読

み、引用したり解説

したり、考えたこと

を伝え合ったりする

言語活動を位置付け

た展開例 

◆条件作文 

指導事項を意識した

「話すこと・聞くこ

と」の展開例 

 

 

 

◆ＩＣＴ活用 

 

指導事項 ◎考えの形成（Ｃ(1)オ） 

〇語彙（知技(1)オ） 

◎構成の検討（Ｂ(1)イ） 

〇考えの形成・記述（B（1）エ） 

〇読書（知技(3)エ） 

◎伝統的な言語文化（知技(3)イ） 

〇考えの形成（Ｃ(1)オ） 

◎構成の検討・考えの形成（Ａ(1)イ） 

〇言葉の働き（知技(1)ア） 

教  材 「わたしはおねえさん」 

（光村図書２年下） 

「日本文化を発信しよう」 

（光村図書６年下） 

「平家物語」 

（光村図書２年） 

「思いが伝わるプレゼンテーション」 

（光村図書２年） 

提 案 者 吉田 寛典 教諭 

（仁王小学校） 

猪鼻 裕之 教諭 

（城南小学校） 

佐々木 美香 教諭 

（上田中学校） 

藤原 誠吉 教諭 

（黒石野中学校） 

掲 載 頁 ６頁～７頁 ８頁～11頁 12頁～15頁 16頁 

課題を解決するために有効な
４つの授業展開例を提案 
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提
案
① 

語句の意味理解や使い方に対する認識が深まる展開例   【語彙の関連指導】 
◎文章の内容と自分の体験を結び付けて、感想をもつこと。（思・判・表 Ｃ（1）オ） 

〇身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の中で使うとともに、言葉には意味による語句のまと 

まりがあることに気付き、語彙を豊かにすること。（知・技（1）オ） 

教材「わたしはおねえさん」（光村図書２年下） 
《単元指導計画》 

次 時 〇学習活動 

１ 

１ 

 

 

２ 

 

〇「わたしはおねえさん」を読んだ感想を

伝え合い、学習課題を設定する。 

〇感想カードを比較し、学習の目的と活動

の見通しを確かめる。 

〇学習計画を立てて見通しをもつ。 

２ 

３ 

 

 

〇物語の内容の大体を読み取り、すみれち

ゃんのなりたいおねえさん像について

考える。 

４ 

５ 

〇すみれちゃんはなぜかりんちゃんを怒

らなかったのか考える。 

６ 〇すみれちゃんはなぜかりんちゃんが描

いた絵を消しかけて、消すのをやめたの

か考える。 

３ 

７ 〇心に残ったところを決め、感想メモを書

く。 

８ 

 

〇感想メモを伝え合い、感想カードをまと

める見通しをもつ。 

９ 〇感想カードをまとめ、発表し合う。 

10 〇学習の振り返りをする。 

≪単元の言語活動と語彙指導の関わり≫ 

単元の言語活動である感想カードの要素に、子どもたちが必然的に語彙について吟味するための要素を入れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇学習活動・語彙の量と質の充実を図る手立て 

導

入 
１ 前時の学習を想起し、本時を見通す。 
２ 学習課題を確認する。 
心にのこったところをつたえ合い、かんそ

うメモをよりよくしよう。 

展

開 

３ グループごとに交流し、考えを広げる。 
・心に残った場面とそのわけ、中心人物に対
する考えを交流し、中心人物の理解を広げ
る。 

４ 全体で交流し、考えを深める。 
・よいと思った友だちの考えを交流し合う中
で、中心人物に対する考えを表す語句の差
異に気付いたり、よりよい語句を考えたり
して、中心人物への理解を深める。 

終

末 
５ 本時の学習を振り返る。 
・板書やメモに付け足された言葉を振り返
り、中心人物に対する考えを表す語句の量
や質（使い方）が充実したことを自覚化さ
せ、日常生活に活かそうとする意識を高め
る。 

感想カードの例 

①わたしは、「わたしはおねえさん」を読んで「○○（叙述） 」というところが心に残りました。心に残った場面 

②なぜかというと、～。 理由 

③わたしだったら、～ 。自分だったら わたしも、～。 これまでの経験 

④これからは、すみれちゃんのように妹思いなやさしいおねえさんを目指して生活していきたいです。今後について 

※④のように、心に残った場面のすみれちゃんのに対する考えを表す語句を入れることで、カード作りに向けた活動

や交流する際に考えの差異が生まれ、語句を吟味するようになる。 

 

やさしい   おねえさん 
がまんづよい おねえさん 
妹思いな   おねえさん 
思いやりのあるおねえさん 
おこらない  おねえさん 
りっぱな   おねえさん 
親切な    おねえさん …等 

○○なおねえさんの書きぶりの差異から 

言葉の意味や使い方を吟味していく 
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≪教室内掲示による言語環境づくり≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪学習活動４ 全体で交流し、考えを深めるために≫ 

 学習活動３のグループ交流では、心に残ったわけ（経験）と今後について（○○なおねえさん）を伝え合い、友

だちの経験から、自分の新たな類似経験を想起したり、「○○なおねえさん」の語句の違いを認識したりできるよ

うにする。 

 学習活動４の全体で交流では、想起した経験を共有するとともに、すみれちゃんに対する考えを表す語句の差異

を話題にし、心に残った場面におけるすみれちゃんの姿にぴったりな語句はなにか話し合う。 

 

 
 

❶T：「我慢強い」と「妹の
ことを考える」では、同じ
意味でしょうか。 

C:違うと思います。我慢強いは自分の
気持ちを押さえている感じがするけ
ど、「妹のことを考える」は、妹を大
切にしている感じがします。 

 

❷T：「妹のことを考え
る」と似ている言葉はあ
りますか。 

C：妹を大切にしている 
C：妹思いな 
C：おねえさんになった 
C：親切は違うのかな。 
C：ぼくは違うと思う
な。わけは～ 

 

❸T：この場面のすみれちゃんにぴ
ったりな言葉はどれでしょうか。 

C：「妹を大切にしている」
だと思います。わけは～。 
C：「おこらない」より「妹
のことを考える」がいいと
思います。わけはおねえさ
んとして妹に優しくしてい
るすみれちゃんにぴったり
だからです。 

妹思いな 

おこら
ない 

すみれちゃん 

 出てきた語句については、【５本時の振り返り】で取り上げ、どんな人物か表す語句には、いろいろなものがあ
ることを捉え、出来事にぴったりと合う語句を吟味する価値を共有するようにする。 
≪実践後の子どもの感想カード≫ 

中心人物への理解の深まり 

 教科書の巻末記載の
「ことばのたからばこ」
を掲示し、多様な語句を
認識できるようにする。 

 １単位時間の学びを模造紙にまとめることで、いつで

も学習内容を振り返られるとともに、自己の学びの深ま

りや考えの変容を自覚化することができる。 

そ
ん
な
お
も
い
や
り
の
あ
る
す
み
れ

ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
な
り
た
い 

下
の
子
の
こ
と
を
考
え
て
あ
げ
る 

お
ね
え
さ
ん
に
な
り
た
い 

 グループ・全体で交
流により、より物語の
中心人物にあった言葉
でまとめている。 

優しい 

おねえさん
になった 

親切な 

妹のことを
考えている 

我慢強い 

7



≪事例を選び、割り付けを考える≫ 

日本文化の魅力として取り上げたテーマについて、自分が調べたものの中から伝えたいこと（魅力・よさや特徴）

が読み手に伝わるための事例はどれが適切かを考える。 

             
≪単元指導計画≫ 

次 時 学習活動 

１ ① 
 

〇単元の見通しをもつ 

・パンフレットで日本文化の魅力を伝えると

いう言語活動を知る。 

・「『鳥獣戯画』を読む」を読み、目的を確か

める。 

※４時間で「『鳥獣戯画』を読む」で構成や

要旨、表現の工夫を捉える。また、並行読

書を行いながら、日本文化に関わる情報を

集める。 

② 
 

・著作権について知る。 

〇本を読んで伝えたい日本文化を考える。 

・必要な情報をタブレットで集める。 

２ ③ 
 

・日本文化の魅力について、伝えたいことを決

める。（取り上げるテーマ、伝えたい魅力） 

〇同じテーマのグループで、パンフレッ

ト全体の構成を考える。 

④ 
 

・集めた情報の中から、伝えたいことに合う

事例を検討し、必要な資料を選ぶ。 

〇事例と伝えたい日本文化の魅力との関

係を検討しながら、割り付けをする。 

⑤ 

⑥ 
〇日本文化の魅力についての考えが効果

的に伝わるように、書き表し方を工夫

して、パンフレットを書く。 

⑦ 〇自分の考えが伝わる表現になっている

かを確かめ、パンフレットを完成する。 

３ ⑧ 
 

〇パンフレットを読み合い、日本文化の

見方や表現のよさを伝え合う。 

・学習全体を振り返る。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

≪第４時：主張を効果的に伝えるための割付を考える≫ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

提
案
② 

伝えたいことに合う情報を集め、効果的な構成や表現を工夫して自分の考えを 
発信する言語活動を位置付けた展開例    【構成・表現の工夫（効果・意図）】 
◎筋道の通った文章となるように、文章全体の構成や展開を考えること。（思・判・表 Ｂ（1）イ） 

〇引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫すること。

（思・判・表 Ｂ（1）エ） 

〇日常的に読書に親しみ、読書が自分の考えを広げることに役立つことに気付くこと。（知・技（3）オ） 

教材「日本文化を発信しよう」（光村図書６年） 

 学習活動 ☆学習内容 〇発問 

導
入 

１ 前時の学習を想起し、本時を見通す。 

２ 学習課題を確認する。 

 

 

展
開 

３ パンフレットの例を基に、どのように割り

付けられているかを確かめる。 

☆見出しに対して、どのような事例が、どのよ

うに挙げられているかを確かめる。 

４ 事例を選び、割り付けを考える。 

〇日本文化の魅力を効果的に伝えるために、ど

のような事例を挙げるとよいですか。また、

どのように割り付けるとよいですか。 

５ 用いる事例と割り付けについて、交流する。 

☆グループで交流する。（２～３人） 

①取り上げた日本文化のテーマと、魅力につい 

 て（見出し、リード文） 

②どのような事例を取り上げるか（小見出し） 

③どのように割り付けるか 

☆全体で交流する。 

終
末 

６ 事例と割り付けを見直し、学習を振り返る。 

☆交流を基に、割り付けを完成させる。 

〇どのような事例を挙げたか。どのように考え

て割り付けをしたか。 

集めた情報を読み手に効果的に伝えるために・・・ 

●事例がいくつあればよいか ●どういう順番だと効果的か ●写真や図表は使うか、使うならどれがよいか  

など、筋道の通った構成となるように、用いる事例や資料で伝えたいことを明確にしながら考え、付箋を使って

実際に使用する事例に小見出しをつける。小見出しをもとに主張に合う構成かどうかについて交流をする。 

自分の考えを効果的に伝えるために、どのよ

うにパンフレットを割り付けるとよいか。 
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≪用いる事例と割り付けについて、交流する≫ 
用いる事例とその順番について適切かどうか根拠を示し、効果的に伝わる構成かどうか交流する。 

（※扱わなかった事例との差異についても話し合うことで、より主張に合う事例なのかどうか考えることもできる。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【C1の児童が書いた実際のもの】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【C2の児童が書いた実際のもの】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

C1： 私は、和紙が伝統工芸や伝統芸能にも使われていることが魅力の１つだと思うから見出しを「和紙が引きた
てる伝統工芸品『提灯』」にしたよ。見出しで読み手をひきつけて、共感しやすいように具体的な製品を紹介
したいな。そして、なぜ使われているのか「丈夫さ」も伝えたいんだ。それに、文と製品の写真とを対応させ
ることでより魅力が伝わると思うんだよね。 

C2： たしかに、私も調べてみて、色々な場面で使われているし、「丈夫さ」も和紙の魅力の１つだよね。それに、
「丈夫さ」を説明することで、和紙のよさをさらに伝える点でもいいね。見出しもとても続きが気になる感じ
でいいけれど、まず、和紙が丈夫であるというよさを伝えたうえで色々な芸能や製品に使われている構成の方
が和紙のことをよく知らない人にとってはよさが伝わりやすい気がするな。 

C1： そっかぁ。パンフレットは不特定多数の人が見ることも考えると、たしかに和紙のことを知らない人がいる
のかも。そうすると、私が伝えたいことが伝わりにくくなることもあるよね。ちなみに、C2さんはどんな構
成にしようと思っているの？ 

C2： 私はというと、和紙が「意外と身近な生活にたくさん使われていること」が魅力だと感じているのね。でも、
身近なものに使われていることを最初に伝えるよりも、さっきも言ったけれど、まず和紙の説明をしてからの
方がいいと感じたのね。「『鳥獣戯画』を読む」でもさ、高畑さんは馴染みのない絵巻物について説明した上
でよさを伝えていたでしょ。だから、私も和紙をよく知らない人のためにもまず説明をしてから、身近な生活
の中にある製品の紹介をしたほうが、主張がより伝わると思ったからなんだ。 

◎交流をしながら考えたことを全体で振り返り、再度構成を考えて割付をする。 
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和食の魅力として・・・ 

下の児童は、和食の魅力として、世界でも有名なものだと捉えた。そこで、和食がなぜ世界的に有名になったのかを伝える

ことで、世界に誇れる料理である和食のよさを伝えようと考えた。その上で、和食には願いが込められていることや和食の工

夫について事例を挙げることで、和食の魅力をより伝えられると考えて、このように表している。 

要
旨
を
題
名
に
す
る
こ
と
で
、
伝
え
た
い
こ
と
が
一
目
で
わ
か
る
。 

「カリフォルニアロール」を説明する上で、補助的に写

真を使うことで、どのようなものかの理解を助ける。 

伝えたいこと（要旨）が効果的に伝わ

るために、事例の順番も考えて構成する。 
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和食の魅力として・・・ 

下の児童は、和食の魅力として、願いが込められていることと捉えた。願いが込められた和食といえば、おせち
を思いつくが、おせち以外にも願いや思いが込められていることを先に伝えることで、様々なものに願いが込めら
れていることを知ってもらおうと考えた構成となっている。また、和食には準備する段階でも願いが込められてい
ることについて事例を挙げることで、和食の魅力をより伝えられると考えた。あえて、誰もが知るおせちを最後の
事例として取り上げた。 

図を説明することを通して、おせちに込められた願いを伝える。 

願
い
に
つ
い
て
食
事
の
視
点
以
外
で
も
伝

え
る
こ
と
で
、
よ
り
魅
力
が
伝
わ
る
よ
う
に
す

る
。 

前
頁
と
同
じ
和
食
が
テ
ー
マ
で
も
、
自
分
が
伝
え
た
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
構
成
が
異
な
る
。 
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提
案
③ 

詩歌や小説などを読み、引用したり解説したり、考えたことを伝え合ったりする
言語活動を位置付けた展開例              【条件作文】 
◎現代語訳や語注などを手掛かりに作品を読むことを通して、古典に表れたものの見方や考え方を知る 

こと。（知・技（3）イ） 

〇文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け、自分の考えを広げたり深めたりす 

ること。（思・判・表 Ｃ（1）オ） 

教材「平家物語」（光村図書２年） 

 

古典学習の導入に当たり、「古典作品は、なぜ長い間読み継がれてきたのだろう」という問いを提示し、 

自分の考えをもった。以下のワークシートを用いて学習した。 

 

→この導入に対する生徒の考え 

・どの時代の人が読んでも面白いから 

・歴史のことがわかるから。その時代の様子がわかる。 

・昔の人ならではの考えがわかるから。 

・今も昔も多くの人の心に響く話があるから。 

・メッセージ性や教訓があるから。 

・今では考えられないようなことが書かれているのではないか。 

・政治的なこともためらわずに書いているからではないか。 

・面白さや魅力があるから。 

・昔の人の生き方、考え方の根の部分を大切にしてほしいから。 

・独特のリズムや言葉遣い、韻を踏んでいて頭に残りやすいから。 

・今の時代に役立つ話や格言のようなものがあるから。 

 

これらをもとに、単元を貫く学習課題を「それぞれの作品から、現代に生きる私たちが学べることは 

何だろう。」と設定し、「平家物語」「徒然草」「漢詩の風景」を学習する見通しをもった。 
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＜単元指導計画＞ 

次 時 主な学習活動 

１ ①  〇音読を楽しむ。 

・平家物語の概要を理解する。 

・冒頭部分を朗読して和漢混交文の響きを味わ 

う。 

２ ②  〇登場人物の言動から、心情を考える。 

・那須与一の言動に注目する。 

③  〇登場人物の言動に対する自分の考えを 

もつ。 

・「あ、射たり」「情けなし」の二つの反応に対 

して自分の立場を明らかにして考えをもつ。 

④  〇登場人物の言動から、心情を考える。 

 その人物が置かれている立場や時代背 

 景を想像する。 

・弓流しの場面での義経の言動に注目する。 

３ ⑤  〇作品を通して、考えたことをまとめる。 

・現代と共通する考え方、現代とは大きく異な 

る考え方に気付く。 

 

＜第３時＞ 

導 

入 

０ 古典独特のリズムをつかみながら、音読

をする。 

１ 学習課題を確認し、見通しをもつ。 

  周囲の人々の反応に対する自分の考えを

もつ。 

展 

開 

２ 課題を解決する。 

① 自分なら、「あ、射たり」「情けなし」の

どちらの反応をとるか、という立場を

明らかにする。 

② ①で選んだ立場について、その根拠や

理由を含めて条件作文形式で書く。 

３ 学級全体で交流する。 

  自分と同じ立場をとった人でも、理由が

異なることや、違う立場をとった人の理由

を知る。 

終 

末 

４ 本時の学びを振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜条件作文＞ 

条件① 一段落目で自分の立場を明確にする。 

条件② 二段落目にその根拠や理由を書く。 

条件③ 三段落目で再度自分の立場を明確にし、 

     結論を書く。 

   ※字数は８行以上１２行以内。 

 

 

 

単
元
を
貫
く
学
習
課
題
（
大
テ
ー
マ
） 

「
平
家
物
語
」
か
ら
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
が
学
べ
る
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
。 

1単位時間の学習課題２－③ 

周囲の人々の反応に対する自

分の考えをもつ。 

1単位時間の学習課題 

２―② 

那須与一はどのような人物か。 

1単位時間の学習課題 

３－⑤ 

「平家物語」から現代に生きる私た

ちが学べることはなんだろう。 

1単位時間の学習課題 

１－① 

どんな特徴があるかを音読し

てつかむ。 

1単位時間の学習課題２－④ 

義経はどのような人物か。 

【条件に沿って文章を書く活動の位置付け】 

・日頃、書き出しに戸惑い、なかなか書き出せ 

ない生徒もいるが、立場を明確にさせること 

で、書き出しがスムーズになった生徒が見ら 

れた。 

→テーマの設定が有効だったと考えられる。 

◎３領域を通して、条件に沿って書く活動を位 

置付け、記述力を高めていく。 

「アイスプラネット」「盆

土産」「字のない葉書」で

学習したことを手掛かりに

して読むことができた。 
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【生徒の文章 「あ、射たり」を選んだ人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 生徒の文章 「情けなし」を選んだ人  】 

 

 

 

 

立場が同じ場合でも

異なる場合でも、理由

の中に様々な観点を見

出せた。 

→初読の段階での生徒 

のつぶやきを共有し 

たり、登場人物の置 

かれた状況等を丁寧 

に整理したりしたこ 

とが有効だったと思 

われる。 
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【第５時で生徒が記述した考え】 

「平家物語」から現代に生きる私たちが学べることは何だろう？ 

 

 ・今とは違うことが多いから、現代に生きる私たちは平和に暮らすことができていることを実感できた。 

 ・自信がなくても、任されるということは出来ると思われているということだから、勇気をもって頑張ってみるべき 

だと考えた。 

 ・昔は死ぬことが当たり前の世界だったから現代に生きるということを感謝したい。 

 ・命を粗末にしてはならないが、人としての誇りを高くもつべきであることを学べた。 

 ・義経のように勇気のある行動や行動の裏にある想いが大切なのではないだろうか。 

 ・今も昔も、人々の考え方は多種多様だ。 

 ・人々の考え方は多様であり、その多様な考えから社会が成り立っているということ。 

 ・義経は敵に嘲笑されることを嫌って弓を拾ったが、今はよほど大切なものだから命を懸けて守るというのが一般的 

だと思う。争いがあるかないかによる考え方の違いではないか。 

 ・与一を敵、味方関係なく認め合っているという点や武士ならではの責任感やプライドを知ることができる。

【単元の学習を終えて 生徒が記述した考え】 

 古典作品は、なぜ長い間読み継がれてきたのだろう？ 

 

 ・時代が違っても、過去の出来事から学べることがたくさんあり、誰でも共感できたり、考えさせられたりできるか 

らだと思う。現代は鎌倉時代のように戦は起こらないが、戦をしている中で人物がどんな考えをしているのかとい 

うことが描写で伝わってきて、そこから学べることがあった。 

 ・美しさの中に切なさや悲しさがあったり、面白さの中に私たちも学べることがあったりなど、奥が深いからだと思 

った。 

 ・今と昔での違いを楽しむことができるが、今の私たちにも楽しめるような教訓や心構えが得られる。対句やリズム 

感からも心を動かされた。古典作品を読むことで豊かな人生を送ることができる。 

 ・七五調や押韻など親しまれるリズムが多く用いられている。発音することが心地よいことも理由の一つだと考えら 

れる。 

 ・まるで古典作品は多種多様な魅力をつめこんだ一つの教科書のようだ。時代が変わっても変化しない日本の四季や 

ありふれた日常の一つがあるからこそ、人々は共感や興味を示し、長い間読み継がれてきたのだと思う。 

 ・古典作品は、現代とは異なる考え方があったから、長い間読み継がれてきたと思う。読む側の私たちは変化し続け 

るけれど、書き残された古典作品は変わらない。そして、古典作品が書かれた時代から、少しずつ時代は変わって 

いく。変わらない古典作品と変わり続ける私たちと時代とのギャップに生まれたものが「魅力」とされ、読み継が 

れていくと思う。 

 ・昔と今、その場に一緒にいても異なる考え方、共通の考え方など様々な考え方が古典作品には表れているからだと 

思う。様々な考え方を知ることで道徳的に見たり、新しい視点を取り入れたりすることができると思う。 

単元の導入で考えた「面白さや魅力」「現

代と昔の人の考え方や生き方の共通点や相

違点」を軸として考えた。 
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提
案
④ 

指導事項を意識した「話すこと・聞くこと」の展開例      【ＩＣＴ活用】 
◎自分の立場や考えが明確になるように、根拠の適切さや論理の展開などに注意して、話の構成を工夫する

こと。（思・判・表 Ａ（1）イ） 

〇言葉には、相手の行動を促す働きがあることに気付くこと。（知・技（1）ア） 

教材「思いが伝わるプレゼンテーション ～「相手意識」をもつとは～」（光村図書２年） 
 
〇本時の活動内容…プレゼンテーション原稿を推敲する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学 習 活 動 

導
入 

１ 学習課題を把握する。 

 

 

 

 

展
開 

２  課題解決の見通しをもつ。 

  ○解決方法に意図をもたせる。 

 

３ 課題を解決する。 

⑴前時のアイディアを使い原稿を推敲する。 

 

⑵活動の成果をグループで交流する。 

 

⑶交流をもとに、原稿を修正する。 

終
末 

４ 振り返り 

  ・推敲結果 

  ・活動の過程や、工夫した方法の有効性 

 

どうすれば、相手に思いが伝わる 
プレゼンテーションになるだろうか 

＜指導法の工夫ポイント＞ 

指導事項を達成するためには、プレゼンテーショ

ンの仕方をスキルとして教えるのではなく、 

「どうすれば相手に思いが伝わるか」の視点で、

観点をもって原稿を練り直し、交流を通して相手

意識について認識を深め、活動を振り返り学びを

確かなものにすることが重要である。 

 

そのために、以下を満たす指導法が必要である。 

①原稿を、視覚的に分かりやすく推敲する方法。 

②他者と、短時間で感想交流をする方法。 

③学びの前後を、比較できるようにする方法。 

 

 

上記から考えた指導法 

ロイロノートで原稿を推敲し、 

 共有ノートの機能を用いて共同編集することで 

 効果的に推敲や交流、振り返りを行う。（下図） 

 

推
敲
後 

①生徒は「分かりやすい」「説得力がある」「興味を
引く」話にする意図をもち、「展開・構成」「内
容」「言葉」の観点で工夫をしていく。 
ロイロノートを使用することで、順序の入れ替

えや言葉の書き直しなど、推敲が容易になった。 

②３～４人グループで、予め聴き手の感想をカード
で貼りつける。活動後、貼ったカードについての
意図や思いを聞き合うことで、短時間で感想を交
流できる。 
共有ノートを使うことで、発言することが苦手

な生徒も関わりやすくなり交流が円滑になった。 

③ロイロノートを使用し、原稿を複製しておくことで、推敲前との比較・振り返りがしやすくなった。 
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Ⅵ 研究のまとめ 

  諸調査結果の分析や授業改善の協議等を通し 

て、改めて次の点の重要性を認識した。 

①学習指導要領の内容を正しく理解すること。 

  →国語科で育成すべき資質・能力を正しく捉 

   える（＝「指導事項」の理解）。 

②〔知識及び技能〕と〔思考力・判断力・表現 

力等〕を関連させて授業を構想すること。 

③言語活動を通して資質・能力を育成する授業 

を引き続き構想すること。 

  以上の点を踏まえて提案した展開例（指導法） 

を参考に、次のように、各学年の授業改善が図 

られていくことを期待する。 

《提案１》 

 ・授業者が意識的に「語彙指導」を授業に組み 

込むことにより、効率的に語彙力を獲得でき 

るようにする。 

 ・語彙の「蓄積」から「活用」を重視し、話や 

文章の中で使いながら獲得できる学習活動を 

設定する。 

 ・語彙量や認識の個人差は、課題解決の過程に 

おける「対話」を通して補充していく。 

 ・意識的な語彙指導については、中学校でも継 

続する（別添 1【提案：中学校における語彙の関連指導例】参照）。 

《提案２》 

 ・「言語活動」として設定したパンフレット作り 

や新聞作り等を指導し、成果物を評価するの 

ではなく、成果物の作成を通して「指導事項」 

を指導し、獲得した力を評価する。 

 ・図表や写真等の資料活用については、活用の 

「効果」を「資料があると分かりやすい」と 

捉えるのではなく、資料のどんな情報が文章 

の何を補足している等の捉えができるように 

し、自分の表現の際に「意図」として活用で 

きるようにする。 

 ・資料活用と情報の扱い方を関連させながら、 

中学校でも意識的に指導を継続する（別添 2【提案： 

中学校における資料活用（情報の扱い方）の指導例】参照）。 

《提案３》 

 ・古典教材の内容（訳・作者・文法・歴史的背 

景等）について知識としてのみ指導するので 

はなく、古典教材を通して、指導事項を指導 

できる学習活動を設定する。 

 ・声に出して読む、条件に沿って書く、自分の 

考えを話す等、表現の場を意識的に設定する 

（＝「古典」の学習における言語活動の工夫）。 

 ・課題の一つである「条件に沿って書く」力を 

高めるために、３領域を通して学習活動に位 

置付け、継続的に指導する。 

《提案４》 

 ・「話すこと・聞くこと」領域においても、言語 

活動（スピーチ・話し合い・メモ等）を指導 

し、言語活動の達成度を評価するのではなく、 

言語活動を通して、獲得した資質・能力を自 

覚させ評価する。 

 ・思考の可視化、情報操作の効率化等がねらい 

にせまるために有効である場面において、積 

極的にＩＣＴを活用する。 

 ・「話すこと・聞くこと」領域における「考えの 

形成」に留意し授業づくりをする。特に、「話 

すこと」の「構成の検討」の学習過程、「話し 

合うこと」の「話し合いの進め方の検討」の 

学習過程には、それぞれ「考えの形成」まで 

含まれていることを踏まえて授業の展開（特 

に学習のまとめと振り返り）に留意したい。 

 本研究を通して、市内小中学校の国語授業の質

の高さを再認識できた。諸調査や他教科等の学習、

生活や社会において、今後も子どもたちが獲得し

た資質・能力を存分に発揮することができるよう、 

国語授業の一層の質の向上を目指したい。 

 

【参考資料】 

・小学校学習指導要領解説【国語編】 

・中学校学習指導要領解説【国語編】 

・令和３年度各教科教育課程研究協議会【中学校 

国語部会】文部科学省教科調査官資料 
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（別添１） 

中学校における〔知識及び技能〕と〔思考力・判断力・表現力等〕の関連を意識した授業づくり例 

 

１ 「語彙」（中学校 第１学年） 

〔知識及び技能〕 

の指導事項 

〔思考力・判断力・表現力等〕の指導事項 

話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 

語  彙 (例)表現、共有 （例）推敲 （例）構造と内容の把握 

 

 

 

  

 

 

 

２ 「情報の整理」（中学校 第２学年） 

〔知識及び技能〕 

の指導事項 

〔思考力・判断力・表現力等〕の指導事項 

話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 

情報の整理 (例)考えの形成 （例）構成の検討 （例）精査・解釈 

 

 

 

  

 

 

 

 

３ 「読書」（中学校 第３学年） 

〔知識及び技能〕 

の指導事項 

〔思考力・判断力・表現力等〕の指導事項 

話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 

読   書 (例)表現、共有 （例）考えの形成、記述 （例）精査・解釈 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和３年度各教科教育課程研究協議会【中学校国語部会】文部科学省教科調査官資料より） 

例えば… 
「聞いて分かりにくい
語句」に注意し「聞いて
分かりやすい語句」に変
える学習。 

例えば… 
事象や行為を表す語句に
注目し、より適切な語句
を選択する学習。 

例えば… 
それぞれの主張の内容
や根拠について、図表で
整理しながら討論を深
める学習。 

例えば… 
論理の展開を図示した内
容を取り入れて意見文を
書く学習。 

例えば… 
詩・短歌・俳句や古典の
文章に記号や文字情報
を書き込みながら解釈
したことを説明する学
習。 

例えば… 
心情を表す語句に着目
して、様々な人物の心情
の変化をとらえる学習。 

例えば… 
書評合戦で、取り上げた
自分の本が自分に与えた
影響を話したり、その本
の評価を語ったりする学
習。 

例えば… 
最近気になっているニ
ュースについて考えて
いることを、本や資料を
引用して説明する文章
を書く学習。 

例えば… 
新聞を批判的に読みな
がら、記事に表れている
ものの見方について考
えたことを文章にまと
める学習。 
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（別添２）【提案：中学校における語彙の関連指導例】 
 

「読むこと」における語彙の量と質の充実を図る手立て 

１ 学習指導案 

１ 単元名 語り手に着目して、作品を読み深めよう 

中心教材「少年の日の思い出」（国語１ 光村図書） 

２ 目 標 ◎ 事象や行為、心情を表す語句の量を増すとともに、語句の辞書的な意味と文脈 

上の意味との関係に注意して話や文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙 

を豊かにすることができる。           〔知識及び技能〕（1）ウ 

◎ 場面の展開や登場人物の相互関係、心情の変化などについて、描写を基に捉え 

ることができる。                〔思考力・判断力・表現力等〕Ｃ（1）イ 

〇 言葉がもつ価値に気付くとともに、進んで読書をし、我が国の言語文化を大切 

にして思いや考えを伝え合おうとする。      「学びに向かう力、人間性等」 

３ 評価規準 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

事象や行為、心情を表す

語句の量を増すとともに、

語句の辞書的な意味と文脈

上の意味との関係に注意し

て話や文章の中で使うこと

を通して、語感を磨き語彙

を豊かにしている。（1）ウ 

「読むこと」におい

て、場面の展開や登場人

物の相互関係、心情の変

化などについて、描写を

基に捉えている。 

Ｃ（1）イ 

 積極的に事象や行為、

心情を表す語句に注意し

ながら登場人物の心情の

変化について描写を基に

捉え、学習の見通しをも

って別の人物の視点から

作品を書き換えている。 

４ 指導計画 

(全６時間) 

 

【言語活動】 登場人物のものの見方を踏まえ、別の人物の視点から作品の一部を 

書き換える。 

 主な学習活動 評価規準・評価方法 

捉
え
る 

１ 本文を通読し、登場人物の関係 

を整理する。 

２ 作品の展開と「語り手」の特徴 

 を捉え、学習の見通しをもつ。 

 

【知・技：「ことばノート」】 

「熱情」「けがす」「悪徳」などの語

句を理解し語感を磨き語彙を豊かにして

いる。 

【思・判・表：学習シート、発言】 

 場面の展開や登場人物の相互関係、心

情の変化などについて、描写を基に捉え

ている。 

読
み
深
め
る 

３ 登場人物の視点に沿って、人物 

 像を捉える。 

４ 場面に沿って、人物の行動と心 

 情の変化を捉える。 

考
え
を
も
つ 

５ 別の人物の視点から、作品の一 

 場面を書き換える。…本時 

６ 書き換えた文章を読み合い、作 

 品や人物像について気付いたこと 

を交流する。 

【主体的：書き換えた文章シート】 

書き換える語句の意味に注意しながら

別の視点から作品を書き換えようとして

いる。 

【知・技：書き換えた文章シート】 

「冷淡」「あなどる」などの人物に関

する語句や心情の表現など、書き換える

際、文脈上の意味に注意して文章の中で

使っている。 

５ 本時展開 ①ねらい 視点に設定した登場人物のものの見方や考え方が表れるような表現を工 

夫し、選んだ場面を書き換えることができる。 

②評価規準 

概ね満足できる状況（Ｂ） Ｂにするための支援 

 視点に設定した登場人物のものの見方

や考え方を踏まえ、言動や心情を表す表

現を吟味しながら、「僕」以外の人物を

語り手にして場面を書き換えている。 

多角的な視点で言動や心情の解釈を深

めた「読み深める」段階の学習掲示（人

物像、心情の変化、重要語句）を手掛か

りに、人物の視点に沿った表現となるよ

う、言葉の正誤・適否・美醜等について

吟味できるようにする。 

1/2 
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③展開 

 〇主な学習活動 語彙の量と質の充実を図る手立て 

導入 ①別の視点に設定する登場人物を決める。 

②その人物の特徴を踏まえ、場面の出来事 

を捉え直す。 

【語彙への意識付け】 

・書き換えるために吟味したい行 

為や心情を表す語句に着目する。 

【語彙を増やす】 

・一つの語句から関連する語句や

表現を辞書や意見交流で広げる。 

【語彙の質を高める】 

・使用した語句の文章上での妥当

性について吟味する。 

【活用への意識付け】 

・語彙の量と質の充実を自覚化さ

せ、日常的に話や文章の中で活用

しようとする意識を高める。 

展開 ③書き換える際に吟味したい、人物の行為 
や心情を表す語句を「ことばノート」に 
書き出し、類義や対義、具体と抽象、関 
連のある表現など調べる。 

⑤調べた語句を文章上で使う場合の正誤・ 
適否・美醜等について意見を交流する。 

⑥吟味した語句を使いながら書き換える。 
終末 ⑦本時の学習について振り返る。 

 
２ 「展開」における指導例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別の視点で書き
換える際に、吟味
したい語句につい
て調べましょう。 

 謝罪場面をエーミールの視点
で書き換えようと思うんだけ
ど、そうするとエーミールのと
った「冷淡に」「あなどるよう
に」といった行為をどのように
表現したらよいか、吟味が必要
だなあ。 

 母への告白場面を母の視点で
書き換えるために、この時の母
の心情により近い「驚く」「悲
しむ」という意味の表現が別に
ないか、「小声で言った」の心
情に合う他の「言う」という表
現がないか調べたいな。 

  

あなどる 

（意味） 

相手を軽く見て

ばかにする。 

みくびる。 

（類義語） 

あざける／見下す／見下げ

る／卑しめる／蔑む／おと

しめる／軽蔑／蔑視 

（対義語） 

敬う／畏れる 

崇める／恐れる 

（僕の視点）あなどるように～ 

（エーミール視点）  

 ・価値の低い者として見下げた  

 ・とるに足りない存在と呆れた  

悲しむ 

【悲しみを表す言葉】 

むせぶ（息を詰まらせなく）／悲憤（悲しんで憤

る）／哀感（なんとなく悲しい）／不憫（哀れ）

断腸の思い（つらい悲しみ）／心許ない（心配）  

（悲しむ原因） 

・虚しさ 

・憂鬱 

・悲歎 

・喪失感 

（類義語） 

嘆く／言葉が出ない／胸

が潰れる／胸が詰まる／

心が痛む／惨め／悔しさ  

 

 

 

 設定した人物の視点で書き
換えたとき、使った表現は、 
①人物の視点に沿っているか 
②文章上での意味は適切か 
③よりよい表現はないか 
話し合いながら吟味しましょ
う。 

 「あなどるように～立っていた」とは、
「僕」から見えた姿だから、エーミールは実
際どのような気持ちでその場にいたのかを表
現したいのだけれど「罵りさえしなかった」
わけだから、やはり呆れて軽蔑していると考
えていいですよね。すると「僕」からも見え
ているように、「呆れてものも言えず、価値
のない人間であった彼を見下げた」という表
現はどうでしょうか。 

 いいと思います。「僕」
の視点からも「冷淡に」
「軽蔑的に」「冷然と」
「軽蔑」という表現が並ん
でいます。そのように
「僕」に映るくらいの態度
であったということですよ
ね。 
 私は「悲しむ」の表現に
困っています。母親の心情
を捉えて「私は驚き、～と
思うと心が痛んだ」と我が
子を思う優しい表現にしよ
うと思うのですが、もっと
心に響くような表現はない
でしょうか…。  

※日常的に、着目した語句等について 
調べ吟味したことを書き溜めている 
「ことばノート」より 

  

2/2 
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（別添３）【提案：中学校における資料活用（情報の扱い方）の指導例】 
 

「書くこと」における言語活動と「情報の整理」の内容を関連付けた指導 

 

１ 学習指導案 

１ 単元名 報道文を比較して読み、自分の考えをまとめよう 

中心教材「報道文を比較して読もう」（国語３ 光村図書） 

２ 目 標 ◎ 情報の信頼性の確かめ方を理解し使うことができる。〔知識及び技能〕（2）イ 

〇 目的や意図に応じて、社会生活の中から題材を決め、集めた材料の客観性や信 

頼性を確認し、伝えたいことを明確にすることができる。〔思考力・判断力・表現力等〕Ｂ（1）

ア 

〇 言葉が持つ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我が国の 

言語文化に関わり、思いや考えを伝えようとする。    「学びに向かう力、人間性等」 

３ 評価規準 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

情報の信頼性の確かめ方

を理解し使っている。 

（2）イ 

「書くこと」において、

目的や意図に応じて社会

生活の中から題材を決め

集めた材料の客観性や信

頼性を確認し、伝えたい

ことを明確にしている。 

Ｂ（1）ア 

 粘り強く集めた材料の

客観性や信頼性を確認

し、学習課題に沿って自

分の考えを文章にまとめ

ようとしている。 

４ 指導計画 

（全３時間） 

【言語活動】報道文を比較して気付いたことや考えたことを文章にまとめる。 

 主な学習活動 評価規準・評価方法 

１ ① 報道文を読み、課題意識を持

つ。 

② 観点ごとに情報を整理し、着眼 

点を参考に情報の客観性や信頼性 

を確認しながら表にまとめる。 

 

【知・技：表シート】 

 情報の事実関係や裏付ける根拠、情

報の発信元や発信時期など、情報の信

頼性を確かめながら表にまとめてい

る。 

【思・判・表現：表シート、発言】 

 比較した情報の客観性や信頼性を確

認しながら、伝え方の違いを考えてい

る。 

２ 

本
時 

① 着眼点による比較を通して気付 

いたことや考えたことについて話 

し合う。 

② 比較したことと話し合ったこと 

を基に、伝え方の効果や書き手の 

意図について考える。 

３ ① 報道文を比較して考えたことを 

文章にまとめる。 

② 書いた文章を読み合い、学習の 

振り返りをする。 

【主体的：記述】 

情報の信頼性について考えたことを

比較したことや話し合ったことを基に

しながら文章にまとめようとしてい

る。 

５ 本時展開 ①ねらい 比較した情報の客観性や信頼性を確認しながら、伝え方の違いについて 

考えることができる。 

②評価規準 

概ね満足できる状況（Ｂ） Ｂにするための支援 

 表にまとめた観点ごとの情報を、信

頼性を確かめながら、効果や意図とい

う視点で比較し、違いについて気付い

ている。 

情報の信頼性を確かめられるよう、情報

の事実関係や裏付ける根拠、情報の発信元

や発信時期、出典や引用に着目できるよう

にするとともに、それぞれの情報と効果や

意図のつながりを視覚的に捉えられるよう
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にする。 

③展開 

 〇主な学習活動 「情報の整理」の理解を深める手立て 

導入 ①示された着眼点を参考に、気付いた 

ことや考えたことをシートに書く。 

【必要な情報の取り出し】 

・観点に沿った情報を媒体の中から取り

出し、表に書き分ける。 

【情報の整理】 

・信頼性を確かめる（情報の事実関係や

裏付ける根拠、情報の発信元や発信時

期、出典や引用の確認）。 

【活用への意識付け】 

・情報を整理する有用性を自覚化させ、

自分が情報を発信する際に活用しようと

する意識を高める。 

展開 ②比較して気付いたこと等を交流しな 

がら、根拠の妥当性について検証す 

る。 

③比較したことと話し合ったことを基 

に、伝え方の効果や書き手の意図に 

ついて話し合う。 

終末 ④本時の学習について振り返る。 

 

２ 「展開」における指導例 

 

 

  

写真からわかる
情報をできるだけ
多く取り出しまし
ょう。 

 
ちらし配り 

取材陣多数 

広々した場所 

オリンピックエンブレム 

笑顔 
はんてん 

ＴＯＫＹＯ 
ＨＡＰＰＹ 

狭い場所 

深刻な顔 

取材２名 

ちらしを見ている人 

写真から分かる
情報とほかの情報
とのつながりを考
えながら、写真の
効果や書き手の意
図について話し合
いましょう。 

 

 広々した場で大勢の人に呼び
掛けているような写真だから、
見出し「2020 へ」や小見出し
「史上最大」という言葉に合っ
ているように思います。読み手
が「やってみようかな」という
気持ちになれるという効果を感
じました。 

記事Ａの写真 記事Ｂの写真 

 小見出しの「批判」を裏付け
る実際の声も記載されているけ
れど、笑顔とは違う深刻な顔と
考え込んでいるような手前の女
性のアップは、批判もあるから
慎重にという印象を与える効果
が大きいと思いました。記事Ａ
と同じ人と場所なのに、あえて
この場面を使うというところ
に、書き手の意図を感じます。 

 しかも記事Ａは、ボランティア募集スケジ
ュールが掲載されているので、これだけの期
間をかけて多く募集をするのだという、「史
上最大」の言葉の根拠にもなっているような
気がします。記事の最後に「またとない機会
なのでやってみたい」という実際の声が紹介
されている効果も大きいですよね。 
 様々な情報の中から、読み手が前向きにな
れるようなことだけを強調して伝えているよ
うに感じました。 

 さらに記事Ｂは、対談の様子の写真も掲
載しています。見出しの「議論尽きぬ」の
信頼性を高めている写真だと思いました。 
「議論尽きぬ」を裏付ける根拠として、多
様な立場の意見が紹介されていることも重
要ですが、この写真の「深刻な顔」は記事
の内容を象徴しているようにも思います。 
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